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学
校
図
書
館
の
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
年
六
月
に
平
成
二
十
二
年
を
「
国
民
読
書
年
」
と
す
る
国
会
決
議
が
衆
・
参
の
本
会
議
で
な
さ
れ
、
政
官
民
協
力

の
下
、
国
を
あ
げ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
る
旨
、
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
本
年
七
月
に
は
、
文
部
科
学
省
に

「
国
民
の
読
書
推
進
に
関
す
る
協
力
者
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
国
民
の
読
書
や
読
書
環
境
の
現
状
や
課
題
を
分

析
し
、
読
書
へ
の
国
民
の
意
識
を
高
め
る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
平
成

十
九
年
度
か
ら
の
五
年
間
で
学
校
図
書
館
図
書
標
準
の
達
成
を
目
指
し
、
総
額
約
一
千
億
円
（
単
年
度
約
二
百
億
円
）
の
地
方

財
政
措
置
を
行
う
「
新
学
校
図
書
館
図
書
整
備
五
カ
年
計
画
」
を
策
定
し
、
毎
年
度
地
方
財
政
措
置
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
司
書
教
諭
の
発
令
状
況
（
平
成
二
十
年
五
月
現
在
）
は
、
十
一
学
級
以
下
で
は
、
小
学
校
十
九
％
、
中
学
校

二
十
五
・
八
％
、
高
等
学
校
二
十
六
・
二
％
と
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
校
図
書
館
担
当
事
務
職
員
の
配
置
状
況

（
平
成
二
十
年
五
月
現
在
）
で
は
、
小
学
校
三
十
八
・
二
％
、
中
学
校
三
十
九
・
二
％
、
高
等
学
校
七
十
一
・
一
％
と
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
学
校
図
書
館
図
書
標
準
の
達
成
状
況
（
平
成
十
九
年
度
末
）
を
鑑
み
る
と
小
学
校
四
十
五
・
二
％
、
中
学
校
三
十

九
・
四
％
と
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
理
想
的
な
学
校
図
書
館
の
場
を

一



子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
た
め
、
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
は
人
的
資
源
、
物
的
資
源
と
も
に
、
急
務
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
体

制
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

学
校
図
書
館
の
図
書
購
入
費
に
つ
い
て

�

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
、
小
・
中
学
校
で
基
準
財
政
需
要
額
に
対
す
る
予
算
措

置
率
が
七
十
六
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
都
道
府
県
別
予
算
措
置
額
で
は
一
学
校
あ
た
り
一
位
の
愛
知
県

（
八
十
三
万
円
）
と
最
下
位
の
青
森
県
（
二
十
六
万
円
）
で
は
約
三
倍
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
し

て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

�

「
新
学
校
図
書
館
図
書
整
備
五
カ
年
計
画
」
で
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
総
額
一
千
億

円
の
地
方
財
政
措
置
を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
三
年
度
末
ま
で
に
学
校
図
書
館
図
書
標
準
の
達
成
は
可
能

か
。
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
さ
れ
た
い
。

�

達
成
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
追
加
の
財
政
措
置
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。
行
う
考
え
の
な
い
場
合
は
、
地
方
自

治
体
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
く
の
か
示
さ
れ
た
い
。

二

い
わ
ゆ
る
「
学
校
司
書
」
（
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
学
校
図
書
館
担
当
事
務
職
員
。
以
下
「
学
校
司
書
」
と
い

二



う
。
）
は
、
司
書
教
諭
と
異
な
り
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
現
在
で
は
、
配
置
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
が
現
場
の
声

か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
に
よ
り
取
り
組
み
は
異
な
り
、
配
置
の
少
な
い
県
か
ら
ほ
ぼ
全
校
配
置
を
し
て
い
る
県

ま
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

�

国
と
し
て
、
学
校
司
書
の
役
割
や
重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

�

現
職
の
学
校
司
書
の
一
方
的
な
削
減
、
配
置
転
換
や
図
書
館
業
務
を
妨
げ
る
他
業
務
の
兼
任
を
行
わ
な
い
こ
と
や
退
職

者
の
補
充
を
行
う
な
ど
の
雇
用
形
態
の
改
善
を
ど
の
よ
う
に
現
場
に
指
導
し
て
い
く
の
か
、
今
後
の
方
針
を
示
さ
れ
た

い
。

�

今
後
、
す
べ
て
の
学
校
図
書
館
に
専
任
・
専
門
・
正
規
の
学
校
司
書
を
配
置
す
る
制
度
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
見
解

と
法
制
化
に
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

�

司
書
教
諭
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
今
後
、
十
一
学
級
以
下
の
学
校
に
対
し
て
も
司
書
教
諭
を
必
置
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
の
か
否
か
、
検
討
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


